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宮崎県の黒毛和牛味わう“晩餐会”
記事内牛肉ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾄに1288通の応募

　宮崎県のＰＲにあたり、主婦に関心の高い「食」にテーマを設定。宮崎県が全国有数の黒毛和

牛生産地であることから、特に宮崎牛にスポットを当てて、展開しました。
　宮崎牛の肉質の良さを、実感的にアピールするため、新阪急ホテルのステーキハウスに読者
を招き、宮崎県の食材を味わう“晩餐会”を実施。５段のペイドパブリシティで、その結果告知を行

い、宮崎牛のおいしさをシェフや参加者の生コメントで紹介しました。記事内で実施した、宮崎牛
肉プレゼントには、１２８８通の応募が。掲載決定直後に狂牛病の問題が世間を賑わし、読者の
反応が心配される中、予想以上の高レスポンスとなりました。食の安全が、主婦にとって大きなテー
マとなっている昨今、紙面とイベントの二重の仕掛けで生産地と消費者をつなぐことができました。

●データファイル
・クライアント／　　　宮崎県大阪事務所、よりよき宮崎牛づくり対策協議会　　　　　　　　
・掲載号／　　　　　平成１６年１月３１日号
・スペース　／　　　カラーペイドパブリシティ全５段

・掲載エリア／　　　高槻茨木、枚方交野、大阪
・イベント実施日／　平成１６年１月７日(水)


